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投射に ょ る穀 鼎 の 分 別
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　　 KATz 　R ．　FARRELL 　E，P ．　anCl 　MILNER 　M ．　：

　　 Cereal　Chem ．　51316 （1954）

　 製 品 工 業 に 於 て 完全 粒 の 分 別 に は 形 ， 大 きさの 差異

に よ る分 別 法が採用せ られ て い る が 虫害等 で 内 部 に 障

害あ る粒 の 完全 粒 との 分 雄 は六 ケ しい ，相 當 な急速 に

ょ b初 速 を與 え る投 射 に よつ で 分 別 す る方法 に つ き吟

味 し た．著者 は この 裝置 に grain　spectrometer の 名

を與 え T い る．裝 置 は ホ ッ パ ーの 下 に 水 『Fに 25’傾斜

の ペ ル トニ 段 とな し爾 段 と も速 凌 700cm1 秒 に て 廻 轉

し下 段ベ ル 1・の 尖端 より約 11・− 20ft間 に 16個 の 受器を

設 け 分 別 す る．こ の 裝 置 の 結 果 は61．4 （lb！bu）比 重 の

穀粒を55 ．o・− M ．e（1b／bu）の 間 iこ殆 ん ど規 則正 し く分

別 し得 た．成 績 と しT8 ．5 ％ 不 完全 物 含有 試料 を用 い

6 回 の 反覆で 試料 の 49％ を不 完全 物 1．5％含有物 とな
一
し得 た．　　　　　　　　　　　　　　　　　 （寺本）

　投射 に よ る 覈 類 の 分 別（1 ）分 別 小 麥の 物 理 的性朕

　　MILNER 　M ．，　FARRELL 　 E．P ．　 a 皿d　 KATZ ．

　　R．：Cereul　 Chem ．51　326 （1954）

　 15種 の 硬 質冬小 肇 に つ き　grain 　 spectrometer に

τ 分別 し その 物理的 性状 の 傾向 を し らべ た ．各 區分 に

よ る 愛 化の 傾向は 申 間 13医 分 に つ き試驗重 量 （lb！bu）

は46．0 よ り58．0に 璽 化，500 粒 重 量 は5．2 よ b11．3 （g）

迄 Z）壻 加 に艷 し 蛋白含量 は18．9よ り14．4（％ ）に ， 灰分

は2 ・26よ b　1・97（％）と減少 の 傾向を示 す．久 硬 度 は太

b具合 （plumptness
一

試驗 重 量 に 比 例）と共 に 壻 加 し

て 蛋 白含量 と比例 し ない ．こ の こ とは從 來 の 考えと相

違 し て い る．こ の 太 り具合 と蛋 白，灰分含量 とが こ の

試驗 に 於 て 邀傾向 に あ る事 等 は 品 種 に よ る 差 異 もあ る

が 分 析操作 に 於 け る 分 別方法の 吟味 も重 饗 な こ とを 指

示 す る もの で あ る．　　　　 　　　　　 （寺 本 ）

　 き う リ潰 乳酸苗 の ビ タ ミ ン，7 ミ ノ酸 要 求

　　CosTILoW 　R．　N ．　and 　FABIAN 　F．W ．：Food

　 　Res．19269 （1954）

　き う b漬醸 酵 に 關興す る乳酸萬 Lactob．　ptantarum

種 4 株 と鉗象に 齪…知株 LPIa π tarum　175−5 と共 に そ

の ア ミ ノ 酸 及 び ビ タ ミ ン 要 求 を 調べ た．ア ミ ノ 酸 とし

て ロ イ シ ン 1 イ ソ 卩 イ シ ン ，バ ア リ ン ，グ ル タ ミ ン 酸，

シ ス チ ン ， ト リ プ F フ ア ン ， ト レ オ 昌 ン を全 菌株 に 封

し必須 とす る。2 株 に は リ ポ フ ラ ピ ン が 必須 で あ b ，

p一ア ミ ノ安息香酸 は 3橡 に必 須 で あ つ た．ア ラ ニ
ン ，

フ エ ＝ル ア ラ ニン ， ア ル ギ ；ン ， チ ロ シ ン は 1〜2 株

t：SSし必 須 或 は 促 進 的 と見 られ る．　　　 （寺 本 ）

馬鈴薯加工 とそ の 肌理 の 組 織學 的 考察

　REEVE 　R ．M ．：Food 　Res ．19．323，333，340

　（1954）

　 1 ．熱處理 とそ の 組織の 觀察

　原 料 馬 鈴薯 とし τ White 　Rose と Russet 　Burba−

nk を 用 い 加 熱操作 に よ る組 織 の 變 化 を顯微鏡 的 に 見

た．細 胞 間 の 分 離 （slaughing ） は 原 料 の 粉状質か 非

粉 状 質 か に は 關 係 が な い が 中 間膜 の 吸着力の 低下 は や

は り細 胞 内 澱粉の 膨化 に 援 け られ る．細 胞 破壞 は濃 粉

の 膨化 に よ り引 きお こ され 細 胞 壁 の 弱 い 部 分 よ b初 ま

る．品 種 との 關係 で White 　rose は 細 胞分 離 は Russet

Burbank よ b少 な い が 細 胞 破 壌 は 多い ．細 胞 よ り澱

粉質 の 肬出は 肌理 に 關係 が 多 く臘状 質 で は 加熱 して も

細 胞 分離 が 起 る ほ ど細 胞 膨化 は 進 行 し な い ．粉状質 で

は ゲ ル 化澱粉が 脇 出 す る程 細 胞 膨化 す る よ b も早 く細

胞 分離が見 られ る．rkEE皮の 場合外皮部 の 方が細 胞 分

離が 早 く」又熱 又 は灰 水 に よ る脱皮 に よつ て ぱ 澱粉膠

化，細 胞 分 離 と き進 展 せ られ る．

　 ∬．熱叉 は 化學處理 に二 よ る 細胞内澱粉 の

　　　 觀察

　原 料 の 種 類 に よ り細 胞 内 ゲ ル 化 澱 肬並 び に 肬出澱粉

に 沃度 呈 色が こ とな る こ とは それ ぞれ の 澱 粉 の 水 加 性

に 差 異 あ る こ とが 伺 われ る．White　rGse は Russet

Burbank よ り も加熱 し た 場 合 強 い 呈 色 を示 す （am −

yloid 　blue），この 差 異 は ゲ ル 化 澱 粉 が 遊離 す る 樣 な細

胞 破壌 が 行 われ ない ときに も明 か で あ る．これ 等 の こ

と よ b粉 状質 ， 非粉状質等 め肌理 の 問題は 加熱 し た組

織 に 於 け る ゲ ル 化 澱 粉 に 重 要 な開係 を持 つ と考 え られ

る．

　 皿　馬鈴薯乾燥製品 に お け る 組織肌 理

　股 水 前處理 とし て pop 處 理 ，
ペ ク チ ン 溶劑處 理 ， 更

に 加熱，凍結，融 解 等の 處理 と馬鈴薯製品 に 於 け る組 織

性状 との 關係を研究し て い る．や は b細胞 内 ゲ ル 化 澱

粉 の 性 状 に 製 品 の 肌理 に 影蓼が多 い ．加熱 ， 凍 結・融

解 處理 の 差異で 澱粉 ゲ ル の 吸漫性 が塑 化 し ， 後 者 は 叉

細胞 の 大 き さ，多孔性等 の 肌理 と も關係 が 大 きい ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（寺本）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


